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社会実験終了後も引き続き“一方通行”を推奨します 

～「松山版・自転車通行マナー」を推奨するチラシを配布します～ 
 

 

松山自転車活用推進協議会では、平成２４年１月２０日（金）から平成

２４年２月２０日（月）の１ヶ月間、歩行者と自転車の安全・快適な空間の

確保を目的とした、『自転車歩行者道における自転車の一方通行推奨

による有効性検証実験』を松山市一番町通りで実施し、調査の結果、皆

様からご意見を頂きました。（別紙１参照） 

 

○実験開始後、自転車一方通行が増加 （朝ピーク時：２４％増加、 

昼間１２時間：１８％増加） 

○アンケート調査の結果、６割以上の方が自転車の一方通行は継続 

的に実施することに賛成と回答 

 

この結果を受け、平成２４年３月１３日（火）に開催されました松山自転

車活用推進協議会では、「自転車歩行者道における自転車の一方通

行」を継続することとしました。 

今後は、安全快適な歩行者自転車の空間確保を目指し、『松山版・自

転車通行（一方通行）マナー』を推奨するため自転車利用が多い高校生

などにチラシ（別紙２）を配布し、マナーの向上を呼びかけます。 

 

また、車道と歩道に設置した路面標示（自転車矢印マーク）は継続し

て設置します。 

 

 

平成２４年４月１７日 
 

本施策は、四国圏広域地方計画「ＮＯ．５ 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェクト」の取り組みに

該当します。 

＜問い合わせ先＞ 

  

国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所  

TEL:089-972-0034 

事業対策官   川田 昭彦（カワダ アキヒコ）  （内 208） 

○計 画 課 長   曽我部 豊（ソガベ ユタカ）   （内 261） 
  

 

 

 

 
○：主な問い合わせ先     



17.8%

9.6%

23.3%

12.0%

62.4%

51.9%

64.0%

50.8%

19.3%

37.8%

12.6%

36.2%

0.5%

0.7%

0.1%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実験後（昼間12時間）

実験前（昼間12時間）

実験後（朝ピーク時）

実験前（朝ピーク時）

車道順走 歩道順走 車道逆走 歩道逆走

62.2%

66.7%

64.3%

64.6%

60.0%

25.6%

29.9%

26.4%

28.6%

28.5%

40.0%

4.3%

7.9%

6.9%

7.1%

6.9%

70.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者

自転車

原付･二輪車・自動車

その他手段

小計

沿道店舗

継続して実施した方が良い 継続して実施する必要はない 無回答

(N=211)

(N=542)

(N=72)

(N=20)

(N=14)

(N=839)

交通実態調査結果（実験前と実験後の比較）について

アンケート・ヒアリング調査結果について

車道の路面標示について

○車道の路面標示については、今年度に現在の路面標示（自転車矢印マーク）シールを撤去し、
恒久的な路面標示を設置します。（歩道は当面、路面標示シールをそのまま設置します。）

○「今回の社会実験の取り組みを、実験終了後も継続的に行った方が良いと思いますか？」の
問いに６割以上の方が賛成と回答。

○実験前と実験後を比較すると自転車の順走※遵守率は、朝ピーク時（７：００～９：００）に
おいては２４％増加、昼間１２時間においては１８％増加していました。また、車道上の自転
車の順走についても実験前に比べ増加していました。

※順走：自動車と同じ方向に走行すること
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